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目的

　種々 の 心臓 自律神経機能検査によ り正 常妊娠

時 の 副交感神経i幾能の 低下 が示峻 された り1）、

妊 娠 中 毒 症 例 で は 末 梢 交 感 神 経 機 能 の

Qveractivity が報告 されて い る 。

　近年、心拍変動解析 の 進歩に よ り、非観血的

に妊婦の 自律神経機能の測定が可 能 とな っ て き

た為 、 今回 我々 は正 常妊婦 と高血圧妊婦によ っ

て 心臓 自律神経機能が どの ように変化する の か

を昼夜別 に比 較検討 した。

対象 と方 法

　非妊婦 2筆例 、 外来で 継時 的に測 定で きた正

常妊婦の べ 81例、純型 重症型妊娠中毒症 （以

下 PEと賂） 22 例 にホル タ
ー

心電 図 （フ ク ダ電

子 MS −　30 ）を24 時間装着した。正 常妊婦 を血

圧 、 心拍数の 変動か ら、以下の 4群に分類 した 。

血圧が低 下 し、心 拍数が増加する妊娠 5− 17 遡

未溝 をstage 　1、血圧が変動せず、心拍数が増加

する 妊 娠 17 − 24 週未 満 をsatge 　11a、血圧 、 心

拍数が共 に増加する妊娠 24 − 32週 未満をstage

llb、血 圧 が増加 、心 拍 数が 減 少す る 妊 娠

32 − 40週 をstage 　11iと した 。 こ れ らの デー
タ

を 非 ス ペ ク ト ル 解 析 （指 標 ；

S［RR ，S［｝AN 鳩96RR50）、ス ペ ク トル 解析 （指

標 ；HF，
LF，

LF／HF）を施行 、 さ らに昼 間 （10時

一22 時） 、 夜 間 （1時 一7時） に分けて 検討し

た。こ れ らの 指標のな かで 96RR50 、 トFは 副交

感神 経機能 を、LF／HFは交感神経機能を表す 。

成績

　％ RR50 、　 HFは昼 間 は低 く 、 夜 間は高 い 日内

変動を、LF／匪 は昼間 に高く ． 夜 間に低 い 日内

変 動が 認 め られ る。 そ して 妊 娠 に よ り、

96RRSO 、｝鈩 は特 に夜間 に 、
　 tF／｝Fは 昼 間 に減

少 した 。 そ の こ とか らそれぞれのデータを昼夜

間別 に分け て 検討 し た。o／oRR50 、序 は妊 娠 に

よ り夜閤 、 stagellb まで減 少 した。　LFノトFは 昼

間 で 減 少傾 向を 示 し、以 降 増加 し た 。 PE は

stage 旧 に 比較 して 、 夜 間で ％ RR50 、　 ffは 有

意 に増加（それぞれ p〈｝．02 、pdi．OOI）、 昼 闘

LF／HFは減少傾向を示 した 。
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表．心拍変 動解 析　 mean （SD ）

　 　 　 　 　 　 　 HF

　 n 　　 疂 間

21　　364 （755）

1923261322449 （580 ）

399（582 ）

495（1048）

242（294）

378 （343 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LF ／HF

　　 夜間　　　　　昼 間　　　　夜問

灘 鰍
鷺鵲｝緒盤揚　1鵬

　 　 　 96RR50

　　　 昼間　　　　夜間

10．4（11．3）　　　 37．8（24．4）

7。8（7．5）

62 （7．8）

5．8（8．3）

6．0（7．4）

11．7（47 ．7）

27聖5（2L5 ）

15．0（14，7）

9．8（12．1）
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＊ p〈0．05　＊ ＊ p＜0，0001 　　＊ ＊ ＊ p＜G．001　　＊ ＊ ＊ ＊ p〈0，02

一145一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society for the Study of TOXEMIA OF PREGNANCY

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　the 　Study 　of 　TOXEM 工A 　OF 　PREGNANCY

母体 心 臓 自律 神経 機能 の 変 化 妊 中 誌 第 7巻

考 察

　正 常妊婦で は妊娠経過 と共 に副交感神経機能

を反映 する％ RR50 、　 HFが 夜間 で stagel 　lbまで

減少、交感神経機能を反 映する U ヲ HFは妊娠 に

よ っ て 減少するが 、妊娠経過 と共に stage 　11bま

で 増加 した 。 こ れ らの結果か ら正常妊婦で は心

臓副交感神経機能が 特 に夜間で 低下 し 、 交感神

経機能が増加する ため 、特 に夜閤で の 心拍数の

増加 が認 め られ た 。

一方 、PEで は正 常妊 婦に

おけるsta壁 田 と比 較する と夜間昨 は有意 に増

加 し、LF／臣 で は昼 夜間 とも減少した 。 従 っ て

PE を 発症 した 後 は 、 む しろ心臓 副交 感神経機

能は 亢進 し、交感神経機 能が昼夜 とも低下 する

ため 、昼 夜とも心拍数の 減少が認め られた 。
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